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本日のプログラム 

第６７回年次総会 

卓話「オーラルフレイルって何？」 

高橋 宏資会員 

前回例会報告（１１月２９日） 

点  鐘： 佐藤 直子会長 

ロータリーソング：手に手つないで 

 

 

 

 

 

 

 

四つのテスト唱和 

ビジター紹介： 

銚子市地域おこし協力隊 岡田 哲史様 

         ロイターマン絵美様 

（卓話） 

ＮＰＯ法人 ＢＥＣＯＭ 武内 達彦様 

会長挨拶  流れる水は腐らず  

「流れる水は腐らず」という諺があります。ご承

知のように「流れる水」とは、「少しずつでも努

力し、前進していくこと」ということですが、仕

事の上でも、生活上の改善点でも、分かっていて

もなかなか前進できないことがあります。そんな

時は、結果が出なくても、思い通りにならなくて

も、少しずつでもいいから前進していくことを頭

において、「あせらずに努力を続けていこう」と

時々自分に言い聞かせています。 

大事なのは、こうすることで気持ちを腐らせる

ことなく、必ず何か前進するきっかけや希望が見

えてくることがあります。そうしているうちに、

いい結果に辿り着く一歩手前まで来ていること

に気づく場合もあります。大切なことは、止まる

ことなく、前へ向かって歩き続ける。そして、歩

き続けていれば、どこかで必ず目的地に到達でき

ます。それを教えてくれるのが、この「水は腐ら

ず」という諺です。歩みを止めれば、気持ちがど

んどん腐っていくばかりです。川の水がキレイな

のは、常に前進しているからです。沼の水が淀ん

でいるのは、その場に留まっているからです。考

えてみれば・・・「川の水」は、山の奥深くの湧

き水から、広い海へ辿り着くまで、少しずつ前進

しながら流れています。納得です。 

私もあるとき、自分が一つのことに執着して

「そこに留まっているなぁ」と感じたことがあり

ました。それは、この「淀み」のようなものにな

っていたのだと思います。その時に、この言葉は

自分への「戒め」として時々思い浮かぶ言葉です。

このロータリーの活動もそうですが、その他の団

体活動も、自分の仕事だけに向き合う時間だけで

なく、他者のために自分の時間を使うことで、な

んだか狭い自己中心的な考えから解放されて、色

んなことが見えてくることがあります。 

ところで、人間の体内の水分量は、年齢、性別、

肥満度等によって違いがありますが、新生児は体

https://ameblo.jp/and-kei/entry-12194099460.html
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重の約 75％、子どもは約 70％、成人は約 60％、

老人は約 50％を水が占めているそうです。つま

り、「水」は生命の根源でもありますが、人はそ

のくらい「水」と似ているのかもしれません。だ

とすると、人も前進し続ける必要があるのではな

いでしょうか。若ければ若いほど、止まっていて

はいけないような気がします。もちろん年を重ね

ても、50％は「水」ですから、水と同じように少

しずつでも進んだ方が良いのかも知れませんね。 

何かに執着することは、沼の淀みに似ているの

かも知れません。「受けた恩は石に刻み、与えた

恩は水に流せ」と言います。これからもそうやっ

て、少しずつ前進していきたいと思います。ご清

聴ありがとうございました。 

 

幹事報告 

1. 風の便り Vol.9_No.4（通刊 109号） 

…ガバナー事務所 

【例会変更】 

旭ＲＣ 

12月 22日(金)夜間例会 なみ川点鐘 18時 30分 

   29日(金)休会 細則第 5条第 6節(1)により 

 

会員の記念日  

創業記念日 淵岡 彰介会員(11月 29日） 

 

ニコニコＢＯＸ なし 

 

卓話者紹介 

 

 

 

 

 

 

 

田中英子例会運営委員長 

 

 

 

 

卓  話 

「地域おこし協力隊(多文化共生)の業務紹介」 

銚子市地域おこし協力隊  

岡田 哲史様   ロイターマン絵美様 
私たちは地域おこし協力隊（多文化共生）です。

多文化共生の地域づくりをミッションに外国か

ら来た皆さんにとっても“住みやすい街・銚子”

をテーマに活動しています。 

過去 5 年間で銚子市の総人口は約 62000 人か

ら約 55000 人にまで落ち込んでいます。同時に

外国人住民は約2100人から約2500人に増えて、

その比率も 3.46％から 4.62％に上がっています。

銚子市は「第 2 期銚子市しごと・ひと・まち創生

総合戦略」において外国人住民を増やす努力をす

ると明記していますし、今後もこの傾向が続けば

5％、10％…と上がっていきます。ご近所さん、

お店の店員さんお客さん、職場の同僚上司部下、

学校の児童生徒と保護者、介護施設で働く職員…

既に共に生活していく「多文化共生」の街になっ

ていきます。 

市が掲げるビジョンのもと、①コミュニケーシ

ョン支援②生活支援③多文化共生の地域づくり

のために日々活動しています。 

①市民生活における多言語化を支援しています。

日本の行政文書は言葉も難しく、海外には無い日

本特有の手続きや申請もあります。銚子市役所て

つづきガイドブックでは外国人の方々が初めに

する住民登録や諸手続きの方法などを日本語レ

ベルがあまり高くない方でもわかるように解説

しています。 
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最近では定期予防接種のお知らせを「やさしい日

本語」も含め多言語に訳させていただきました。

また、中学校の英語の補助教員（ALT）との交流

会や、定期的なミーティングでの和英通訳などの

お手伝いもさせていただいています。 

 

②自立支援を念頭に、個人情報が厳守される進路

相談や学校・各公共機関の手続きをサポートして

います。例えばハローワークでは通訳はしつつも

記入自体は本人ができるように支援しています。 

更に県の観光誘致事業である海外の学校との交

流会など、市の総合計画にある「グローバル人材

の育成」を想定してお手伝いさせていただきまし

た。 

③国籍や年齢を問わず誰もが安心して自然に交

流できることを念頭に国際交流イベントを立ち

上げました。縁あって日本に来ている技能実習生

の皆さんと交流したいという思いで立ち上げて

から、今では子供から大人まで多くの方に異文化

に親しんでいただくようにコンテンツを広げて

います。アジアの夜市、冬場でも体験できる地元

の神輿文化、ハロウィーンやランタンフェスティ

バル等々の行事等々。次の第 8 回は来年 4 月タ

イのお正月に合わせて計画中です。回を重ねて信

頼を得て、学校や各種支援団体など様々な方々に

ご参加いただいています。出店してくれた外国人

からは「銚子に住んで 30 年以上、はじめてイベ

ントに参加できてとても嬉しい」と言う声、地元

警察からは「孤独感から犯罪に関係してしまう方

もいる。交流の場があると犯罪防止にもつながる」

というお言葉もいただいています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内在住の外国人に家庭料理を教えてもらう料

理教室や海外在住経験を基に海外事情を紹介す

るイベントを開催して、多様性に触れられる機会

としています。 

この度はこのようなお話をさせていただく機会

をありがとうございました。今後も地域おこし協

力隊（多文化共生）は①②③を継続・進歩させて

いきます。 
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協賛金交付 

2023 COM CUP協賛金をお渡ししました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会報告 

金島 弘会員増強委員長 

23日地区委員会主催 管理運営セミナー報告 

【出席報告】  

会員総数３４名 出席計算３２名  

出  席２３名 欠  席 ９名  

出 席 率７１．８８％ 

欠 席：廣瀬君・東川君・村田君・大里君 

髙瀬君・上原君・吉原君・鈴木君 

高橋宏明君 

 

【Ｍ Ｕ】  

12/5銚子東ＲＣ 

松本君・宮内(秀)君・島田君・高橋君 

  

【ニコニコ】 

 

ニコニコ BOX ￥ 7,000 計 ￥200,000 

スモールコイン ￥ 2,060 計 ￥ 21,243 

米山 BOX ￥ ― 計 ￥ 20,660 

希望の風 ￥ ― 計 ￥115,000 

次週（１２月１３日）プログラム 

「月と日本人」    

松本 恭一会員 

お弁当：桔梗屋(幕の内)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


